
̶1̶ ＊こうち県議会だよりは、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。
　また、県議会のホームページにもPDF版と音声版を掲載しています。

議長賞「大海に叫ぶ」　土佐高校２年 大地 綺羅さん

佳作「水晶玉の魅力」 
高岡高校３年 中平 真白さん

佳作「風遊び」
高知農業高校２年 廣井 果子さん

佳作「旭日（きょくじつ）」
高知農業高校２年 濵田 紘士朗さん

副議長賞「いざっ!!」　高知工業高校３年 西添 千晃さん

第４回高校生フォトコンテスト入賞作品が決定！第４回高校生フォトコンテスト入賞作品が決定！第４回高校生フォトコンテスト入賞作品が決定！

１月23日（木）正副議長から入賞者に
表彰状を授与させていただきました

　高知県議会では、若い世代の皆さんに政
治や議会への関心を深めていただくため、
県内の高校生等を対象としたフォトコンテス
トを実施しています。第４回となる今年度は、
「高知の魅力」「高知の自然」をテーマとして、
18校71名の高校生から146点のご応募をい
ただき、誠にありがとうございました。
　なお、今回ご応募いただいた全作品は、２
月定例会の閉会日（３月23日(月)予定）まで
議事堂玄関ホールに展示しておりますので、
ぜひお気軽にお立ち寄りください（平日の午
前８時30分から午後5時15分まで）。

１２
月
定
例
会
の
概
要

１２
月
定
例
会
の
概
要

会
期

　１２
月
１２
日
〜
２６
日
【
１５
日
間
】

●
開
会
日（
12
月
12
日
）

■
知
事
提
案
説
明 

〜
濵
田
知
事
が
初
登
壇
し
、共
感
と
前
進
の
基
本
姿
勢
を
表
明
〜

　
濵
田
知
事
は
初
め
に
、「
こ
の
た
び
の
知
事
選
挙
に
よ
り
、今
後
４
年
間
の
県
政
運

営
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。３
期
12
年
に
わ
た
る
尾
﨑
県
政
の
財
産
を
継

承
し
、新
し
い
時
代
の
流
れ
も
加
味
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
や
人
脈
を
活

用
し
て
、全
て
の
県
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。

　
次
に
、今
後
の
県
政
運
営
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
、「
第
一
に
産
業
振
興
に

よ
っ
て
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る「
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
高
知
」、第
二
に
教
育

の
充
実
や
子
育
て
支
援
、日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
の
取
組
な
ど
を
通
じ
た「
い

き
い
き
と
生
活
が
で
き
る
高
知
」、第
三
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
や
豪
雨
災
害
対
策
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
に
よ
る「
安
全
・
安
心
な
高
知
」、こ
れ
ら
三
つ
の
姿
の
実
現
に

向
け
て
、県
民
の
皆
さ
ま
の
県
政
に
対
す
る
共
感
を
得
な
が
ら
確
実
に
前
進
し
て
い
き

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、今
回
提
案
し
た
議
案
に
つ
い
て
、「
台
風
第
19
号
等
に
よ
る
被
害
へ
の
迅
速

な
対
応
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
通
じ
た
よ
さ
こ
い
の
普
及
、

神
戸
空
港
へ
の
新
た
な
路
線
開
設
の
Ｐ
Ｒ
事
業
へ
の
支
援
、管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
整
備
に
関
す
る
調
査
な
ど
の
経
費
と
し
て
、総
額
27
億
５
千
万
円
余
り
の
歳

入
歳
出
予
算
の
補
正
並
び
に
総
額
40
億
３
千
万
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為
の
追
加

及
び
補
正
を
計
上
し
た
令
和
元
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、予
算

議
案
６
件
、条
例
議
案
５
件
、そ
の
他
の
議
案
16
件
、報
告
議
案
３
件
を
提
案
し
た
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　
決
算
特
別
委
員
会
の
三
石
文
隆
委
員
長
が
、平
成
30
年
度
会
計
決
算
の
審
査
結
果

を
報
告
し
、採
決
の
結
果
、未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
議
案
２
件
を
可

決
し
、決
算
議
案
23
件
を
認
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問（
12
月
17
日
〜
19
日
）

　
８
名
の
議
員
が
、知
事
の
政
治
姿
勢
や
病
院
の
再
編
統
合
、不
登
校
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査（
12
月
20
日
〜
24
日
）

　
審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
30
件
の
う
ち
27
件
を
可
決
し
、３
件
を
承
認
し
ま

し
た
。ま
た
、請
願
４
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日（
12
月
26
日
）

　
知
事
提
出
議
案
30
件
の
う
ち
令
和
元
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、提
案
説
明
と
討
論
を
経
て
採
決
し
た
結
果
、修
正

案
を
否
決
の
上
、原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
29
件
に
つ
い
て
は
、26
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、３
件
を
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
４
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
岩
城
副
知
事
の
副
知
事
選
任
同
意
議
案
な
ど
４
件
の

人
事
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、選
挙
管
理
委
員
４
名
と

同
補
充
員
４
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
議
案
５
件
の
う
ち
４
件
を
可
決
し
、１
件
を
否
決

し
ま
し
た
。

主 な 内 容
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＊12月定例会

本会議の質問

主な審議の結果

常任委員会委員長報告要旨

＊委員会活動

常任委員会の動き

＊その他の記事

県議会議員が高校生との意見
交換会に参加しました

＊お知らせ

２月定例会開催予定



12月定例会本会議の質問
質
問
者（
質
問
順
）

十
二
月
十
七
日

加
藤

　
　漠

大
野

　辰
哉

米
田

　
　稔

十
二
月
十
八
日

今
城

　誠
司

中
根

　佐
知

下
村

　勝
幸

十
二
月
十
九
日

野
町

　雅
樹

依
光
晃
一
郎

加藤　漠
（自由民主党）

答

答

問
県
勢
浮
揚
の
実
現
に

向
け
た
意
気
込
み

問
関
西
圏
と
の

交
流
や
連
携
の
強
化

答答 問問
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加

傾
向
を
踏
ま
え
た
対
策

答 問
学
力
テ
ス
ト
対
策
を
指
示

す
る
文
書
の
実
態
調
査

答

妊
産
婦
等
福
祉
避
難
所
の

位
置
付
け

問

認
知
症
行
方
不
明
者
の

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

答

再
編
統
合
の
議
論
を

促
さ
れ
た
病
院
名
の
撤
回

県
西
部
の
文
化
芸
術
の

拠
点
整
備

問 ◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答答

答

問
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知
事
　
尾
﨑
前
知
事
の
県

勢
浮
揚
に
向
け
た
流
れ
を
途
切

れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、高
知
を
も

っ
と
元
気
に
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、知
事
の
職
を
目
指
す
こ
と

を
決
意
し
た
。「
い
き
い
き
と
仕

事
が
で
き
る
高
知
」「
い
き
い
き

と
生
活
が
で
き
る
高
知
」「
安

全
・
安
心
な
高
知
」の
実
現
に
向

け
て
、県
民
の
皆
さ
ま
と
心
を
一

知
事
は
選
挙
で
、
若
者
が

帰
っ
て
き
た
く
な
る
、
移
住
し

た
く
な
る
高
知
を
目
指
し
た
い

と
訴
え
た
。
そ
の
思
い
の
実
現

に
向
け
た
意
気
込
み
を
聞
く
。

知
事
　
食
料
品
の
外
商
強

化
、
関
西
圏
と
高
知
を
結
ぶ
観

光
ル
ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
、

万
博
関
連
施
設
で
の
県
産
材
や

県
産
食
材
の
活
用
な
ど
、
関
西

圏
で
の
新
た
な
経
済
活
動
の
戦

つ
に
し
て
共
感
を
得
な
が
ら
、成

果
を
求
め
て
着
実
に
前
進
し
て

い
き
た
い
。

大
阪
万
博
な
ど
の
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
関

西
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
経
済

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

の
絶
好
の
機
会
に
、
知
事
が

大
阪
で
培
っ
た
経
験
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
関

西
圏
と
の
交
流
や
連
携
を
強

化
し
、
本
県
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

知
事
　
今
回
の
知
事
選
挙

で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
政
党
や
団

体
に
支
持
を
お
願
い
し
た
が
、結

果
と
し
て
自
公
対
野
党
共
闘
の

構
図
と
な
っ
た
。「
国
政
の
対
立

を
い
た
ず
ら
に
県
政
に
持
ち
込

ま
な
い
」「
全
て
の
県
民
の
皆
さ

ん
の
幸
せ
を
追
求
し
て
い
く
」の

２
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、各
党

各
会
派
の
皆
さ
ま
と
可
能
な
限

り
一
致
点
を
見
付
け
な
が
ら
県

政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
自
尊
感
情
を
育

む
生
徒
指
導
の
研
究
や
魅
力
あ
る

今
回
の
知
事
選
挙
で
国
政

与
党
の
み
の
推
薦
支
援
体
制
を

と
っ
た
真
意
と
経
緯
を
含
め
、

県
政
運
営
を
担
う
上
で
の
各
政

党
、
県
議
会
の
各
会
派
に
対
す

る
基
本
姿
勢
を
聞
く
。

不
登
校
の
子
供
が
増
え
る

中
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も
教

育
が
受
け
ら
れ
る
柔
軟
な
環
境

を
整
え
る
時
期
な
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
本

県
の
不
登
校
対
策
を
聞
く
。

知
事
　
病
院
名
の
公
表
に

至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
拙
速
な
の
は

否
め
な
い
が
、地
域
に
お
け
る
議

論
を
喚
起
し
た
点
で
は
意
義
が

あ
る
。国
も
、医
療
機
関
の
統
廃

合
や
役
割
の
方
向
性
を
機
械
的

に
決
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

考
え
方
を
示
し
て
お
り
、撤
回

を
求
め
る
こ
と
ま
で
は
必
要
な
い

と
考
え
て
い
る
。

学
校
づ
く
り
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー・ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、不
登
校
数

は
増
加
傾
向
で
要
因
も
多
様
化
し

て
い
る
。こ
の
た
め
、不
登
校
担
当

教
員
の
位
置
付
け
や
医
療
・
福
祉

と
の
連
携
、学
校
以
外
の
学
び
の

場
の
充
実
を
図
る
。ま
た
、児
童
生

徒
や
保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
う
、心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
体

制
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

略
を
検
討
す
る
組
織
を
来
年
度

の
早
い
時
期
に
立
ち
上
げ
る
べ

く
、
年
明
け
早
々
に
も
大
阪
に

出
向
い
て
関
係
者
と
の
意
見
交

換
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

国
は
、公
立・公
的
病
院
の

４
分
の
１
に
及
ぶ
4
2
4
の
病

院
名
を
挙
げ
、再
編
統
合
の
議

論
を
促
す
よ
う
都
道
府
県
に
要

請
し
た
。各
病
院
は
風
評
被
害

を
受
け
、患
者
や
地
域
に
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。国
に
撤
回

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

京
都
市
や
東
京
都
文
京
区

で
は
、
大
学
と
協
定
を
結
び
、

キ
ャ
ン
パ
ス
を
妊
産
婦
等
福
祉

避
難
所
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
が
、
本
県
で
は
ど
う
か
。

認
知
症
の
行
方
不
明
者
は

６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
て
い
る
。市
町
村
の
圏
域
を
越

え
て
対
応
で
き
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
重
要
な
役

目
を
担
う
県
の
取
組
を
聞
く
。

地
域
福
祉
部
長
　
市
町
村

の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
事
例
は
あ
る
が
、
利
用
者
を

妊
産
婦
等
に
限
定
し
て
い
な
い

た
め
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
専
門
職
の
確
保
や

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
も
必

要
で
あ
り
、
福
祉
避
難
所
の
指

討
す
る
整
備
の
在
り
方
を
聞
い

た
上
で
、
県
と
し
て
の
連
携
を

考
え
て
い
き
た
い
。

県
立
文
化
施
設
は
高
知
市

に
集
中
し
、
幡
多
地
域
か
ら
の

利
用
に
は
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
る
。
宿
毛
市
出
身
の
洋
画

家
、
奥
谷
博
先
生
の
作
品
を
常

設
展
示
す
る
美
術
館
の
建
設
も

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
県
市
連

携
に
よ
る
県
西
部
の
文
化
芸
術

の
拠
点
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

問
生
活
困
難
世
帯
の

減
少
に
向
け
た
取
組

平
成
28
年
度
の
高
知
県
子

ど
も
の
生
活
実
態
調
査
で
は
、

生
活
困
難
世
帯
が
33
％
に
も
上

っ
て
い
る
。
４
年
間
で
深
刻
な

事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
は
目

標
値
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

改
善
に
向
け
た
決
意
を
聞
く
。

地
域
福
祉
部
長
　
行
方
不

明
者
を
捜
索
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
な
ど
見
守
り
事
業
に
取
り
組

む
市
町
村
が
増
え
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

付
き
携
帯
電
話
の
購
入
支
援
や

貸
し
出
し
も
行
わ
れ
て
い
る
。県
と

し
て
は
、広
域
的
な
捜
索
体
制
の

強
化
と
さ
ら
な
る
迅
速
化
を
目
指

し
、県
警
と
の
連
携
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

捜
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
例
の
紹

介
や
最
新
機
器
に
よ
る
捜
索
訓
練

な
ど
を
通
し
て
効
果
的
な
対
策
の

県
内
全
域
へ
の
展
開
を
図
る
。

☟

3ページ上段に続く

大野　辰哉
（県民の会）

（自由民主党）
今城　誠司

（日本共産党）
中根　佐知

米田　稔
（日本共産党）

知
事
の
政
党
や
県
議
会
各

会
派
に
対
す
る
基
本
姿
勢

教
育
長
　
各
教
育
事
務
所

か
ら
提
供
し
た
学
力
調
査
に
関

す
る
資
料
や
シ
ー
ト
を
調
査
し

た
結
果
、
毎
月
の
学
力
向
上
の

取
組
を
書
き
込
む
様
式
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
た
。
市
町
村
教
委

や
各
学
校
の
権
限
や
裁
量
の
範

囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
し
、

学
校
の
負
担
感
に
も
十
分
な
配

慮
が
必
要
と
考
え
、
県
教
委
と

し
て
適
切
な
資
料
提
供
や
指

導
・
助
言
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

私
が
全
教
育
事
務
所
長
と
直
接

確
認
を
行
っ
た
。

知
事
　
文
化
の
振
興
に
は

多
く
の
県
民
が
多
様
な
文
化
芸

術
に
触
れ
る
機
会
が
必
要
で
あ

り
、
奥
谷
博
先
生
の
作
品
を
展

示
す
る
美
術
館
も
そ
の
一
つ
だ

と
考
え
る
。
今
後
宿
毛
市
が
検

が
学
校
現
場
に
配
布
さ
れ
て
い

る
。
教
育
事
務
所
や
各
地
教
委

が
点
数
競
争
を
あ
お
る
よ
う
な

指
導
を
押
し
つ
け
て
い
る
実
態

を
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

知
事
　
子
供
た
ち
の
置
か

れ
て
い
る
大
変
厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
、
保
護
者
へ
の
就
労
支

援
、
子
供
た
ち
へ
の
放
課
後
学

習
の
場
や
見
守
り
体
制
づ
く
り

な
ど
、
支
援
を
充
実
強
化
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
目
標

値
を
設
定
し
検
証
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
国
が
予
定

し
て
い
る
実
態
調
査
の
結
果
も

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
今
後
も
、
貧
困
な
ど
に

よ
る
負
の
世
代
間
連
鎖
を
断
ち

切
る
と
い
う
強
い
思
い
で
課
題

の
解
決
に
全
力
で
取
り
組
む
。

奥谷博「生（せい）」（宿毛市教育委員会所蔵）

学
力
テ
ス
ト
に
向
け
た
学

習
内
容
な
ど
を
指
示
す
る
文
書



※各議員の賛否の状況は、
　県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（63議案）※同意、承認、認定を含む
知事提出議案（59議案）
予算議案（６議案）
・令和元年度高知県一般会計補正予算 ほか ５議案
※一般会計補正予算に対する修正案を否決

条例議案（５議案）
・高知県流域下水道事業の設置等に関する条例議案　　
ほか ４議案
決算議案（23議案）
・平成30年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 22議案
その他議案（25議案）
・令和２年度当せん金付証票の発売総額に関する議案　　
ほか  24議案
議員提出議案（４議案）
意見書議案（４議案）
・米軍機による超低空飛行訓練の中止を求める意見書議案

・持続可能な社会保障制度の確立に向けた適切な財源
確保を求める意見書議案
・私学助成の充実強化等に関する意見書議案
・林野関係予算の確保を求める意見書議案
●否決された議案（１議案）
議員提出議案（１議案）
意見書議案（１議案）
・内閣総理大臣主催「桜を見る会」疑惑の徹底究明を
求める意見書議案

●不採択とされた請願（４件）
・すべての子どもにゆきとどいた教育をすすめるための請
願について（請第１-１号・請第１-２号）
・教育費負担の公私間格差をなくし、子どもたちにゆきと
どいた教育を求める私学助成の請願について
（請第２-１号・請第２-２号）

安芸市集落活動センター「かまん東川」のふれあい市

龍馬パスポート

12月定例会 主な審議の結果２月定例会開催予定２月定例会開催予定２月定例会開催予定
２月20日
28日

３月３日
４日
５日
６日
10日
11日
12日
13日
16日
17日
18日
　23日

（木）
（金）
（火）
（水）
（木）
（金）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（月）

開会
質疑並びに一般質問
　　〃
　　〃
　　〃　
　　〃　　（一問一答）
　　〃　　（一問一答）
常任委員会
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
閉会

【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】

【中継】
※日程は変更になる場合があります。傍聴の際には、議会事
務局議事課（TEL088－823－9534）までご確認ください。
※本会議、委員会の開催予定及び傍聴の方法は県議会の
ホームページにも掲載しています。

ノーリフトの取組を推奨するポスター

̶３̶

依光 晃一郎
（自由民主党）

市
町
村
で
は
、
多
く
の
分

野
で
専
門
的
な
人
材
が
不
足
し

問
市
町
村
の
専
門
職
員

不
足
に
対
す
る
支
援

問
若
者
が
住
み
続
け
ら
れ

る
中
山
間
地
域
の
実
現

答

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
や
農
業
の
複
合
経
営
拠

点
の
設
立
な
ど
中
山
間
地
域
の

産
業
を
支
え
る
仕
組
み
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、若
者
が
住

み
続
け
ら
れ
る
中
山
間
地
域
の

実
現
の
た
め
対
策
を
ど
う
充
実

加
速
化
し
て
い
く
の
か
。

知
事
　
今
後
も
、
産
業
を

つ
く
る
取
組
と
生
活
を
守
る
取

組
の
二
つ
を
柱
に
、
中
山
間
地

域
を
念
頭
に
置
い
て
、
産
業
振

興
計
画
な
ど
を
充
実
強
化
し
て

い
く
。
中
で
も
基
幹
産
業
の
農

業
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
を

支
え
る
組
織
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
付
加
価
値
や
労
働
生
産
性

を
さ
ら
に
高
め
、
若
者
の
新
規

就
農
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答

総
務
部
長
　
研
修
へ
の
講
師

の
派
遣
や
県
と
の
合
同
開
催
な
ど

に
加
え
て
、今
後
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
研
修
支
援
も

拡
充
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、今
年
度

か
ら
、こ
う
ち
広
域
行
政
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、行
政
不
服
審

査
や
固
定
資
産
税
の
家
屋
評
価
に

関
す
る
事
務
な
ど
の
共
同
処
理
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

答

観
光
振
興
部
長
　
ポ
イ
ン

ト
発
行
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
と
、

利
用
者
の
消
費
拡
大
に
加
え
て
、

そ
の
デ
ー
タ
を
効
果
的
な
周
遊

ル
ー
ト
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
。れ
ん
け
い
こ
う
ち
広

域
都
市
圏
で
の
高
知
市
と
の
協

議
の
場
で
県
か
ら
提
案
し
た
い
。

ま
た
、龍
馬
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

も
、電
子
化
の
効
果
や
費
用
面

の
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

高
知
市
と
県
内
33
市
町
村

に
よ
る
、れ
ん
け
い
こ
う
ち
広
域

都
市
圏
の
広
域
周
遊
観
光
の
取

組
と
し
て
、気
仙
沼
市
の
ク
ル
ー

カ
ー
ド
を
参
考
に
し
た
ポ
イ
ン

ト
発
行
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る

つ
も
り
は
な
い
か
。ま
た
、龍
馬

パ
ス
ポ
ー
ト
の
電
子
化
を
研
究

す
る
考
え
は
な
い
か
。

問 て
い
る
現
状
が
あ
る
。
若
手
職

員
へ
の
研
修
制
度
や
広
域
連
携

の
枠
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
県
の
取
組
を
聞
く
。

電
子
化
に
よ
る

広
域
周
遊
観
光
の
推
進

答

知
事
　
東
部
地
域
は
特
に

医
師
や
看
護
師
の
不
足
が
顕
著

で
あ
り
、看
護
師
の
養
成
や
訪
問

看
護
の
支
援
な
ど
複
合
的
な
機

能
を
持
っ
た
施
設
の
整
備
を
提

案
し
て
い
る
。高
知
版
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

は
、あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
整
備
や
訪
問
看
護
・
介
護
へ
の

支
援
を
通
じ
て
、高
知
ら
し
い
形

で
在
宅
療
養
を
後
押
し
で
き
る

総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。

県
内
各
地
に
は
多
数
の
慰

霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、御

遺
族
が
高
齢
化
し
、維
持
管
理
し

て
き
た
地
域
住
民
も
高
齢
化
を

答

地
域
福
祉
部
長
　
高
知
県

遺
族
会
の
協
議
内
容
も
踏
ま
え
、

県
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
慰
霊

碑
の
詳
細
な
実
態
調
査
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
結

果
、倒
壊
の
危
険
性
が
あ
り
、地

域
住
民
へ
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が

あ
る
慰
霊
碑
の
移
設
等
に
つ
い
て

は
、遺
族
会
や
市
町
村
と
国
補

助
金
の
活
用
な
ど
の
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

迎
え
る
中
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

対
策
が
必
要
だ
。将
来
的
な
維
持

管
理
の
検
討
状
況
を
聞
く
。

問
戦
没
者
慰
霊
碑
の

維
持
管
理

県議会議員が高校生との意見交換会に参加しました県議会議員が高校生との意見交換会に参加しました県議会議員が高校生との意見交換会に参加しました

（自由民主党）
野町　雅樹

問
高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築

東
部
地
域
で
は
、
医
療
人

材
の
不
足
が
大
変
厳
し
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。
郡
部
の
医
療

提
供
体
制
の
確
保
も
含
め
、
高

知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
へ
の
思
い
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問
福
祉
分
野
の
先
進
地
へ
の

職
員
派
遣

医
療
や
介
護
、
子
育
て
な

ど
の
先
進
地
を
視
察
し
、
そ
こ

に
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に
有
意
義

だ
。
ネ
ウ
ボ
ラ
を
行
う
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
等
、
福
祉
分
野
の
先
進

地
へ
職
員
や
関
係
者
を
派
遣
す

る
予
算
を
確
保
で
き
な
い
か
。

答

地
域
福
祉
部
長
　
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン・ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
と
の
交
流

を
通
じ
て
、発
達
障
害
の
早
期
発

見
、早
期
療
育
支
援
の
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
母
子
保
健
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
ネ

ウ
ボ
ラ
や
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
看
護

師
が
実
践
す
る
ノ
ー
リ
フ
ト
の
取

組
を
推
奨
す
る
な
ど
し
て
い
る
。今

後
も
有
識
者
と
の
交
流
や
先
進
地

へ
の
職
員
等
の
派
遣
に
つ
い
て
予
算

確
保
に
努
め
て
い
く
。

嶺北高校での意見交換会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

（自由民主党）
下村　勝幸

定
主
体
で
あ
る
市
町
村
な
ど
と

協
議
し
て
い
く
。

　高校生の社会への関心や政治参加の意識等を高めることを目的とした意見交換会が下記の３校で実施され、各校３～５
名の県議会議員が参加しました。
　嶺北高校の意見交換会には全校生徒80名が参加し、５名の県議会議員と地域の未来を熱く語り合いました。参加した生徒
からは「議員が想像以上に中山間のことを真剣に考えてくれていることが分かった」「自分たちが地域を盛り上げて、全国に嶺北
の良さをPRしたい」といった感想が聞かれ、また議員にとっても、高校生の貴重な意見を聞かせていただく良い機会となりました。

１月22日（水）嶺北高等学校 テーマ：中山間の活性化
１月30日（木）山田高等学校 テーマ：地元商店街の活性化、防災食が未来を変える
２月３日（月）中村高等学校 テーマ：政治家、コンパクトシティと地域社会



̶4̶
こうち県議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版をご希望の方は
議会事務局総務課（TEL 088-823-9532）へご連絡下さい。

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会
■基礎学力把握検査等委託料について
執行部から、生徒の学力状況を確認し指導改善につなげる学力定着把握検査を

できるだけ早い時期に民間業者に委託し、より効果的な対策を講じて学力向上につな
げていくものであると説明があった。
委員から、高校入学前の検査実施は不合理ではないかと質疑があった。
執行部からは、生徒の学力をしっかり育んでいくためには学力定着把握検査により学力

状況を見ながらしっかりと取組を進めていく必要があるため実施していると答弁があった。
委員から、毎年同じ業者に委託している理由として、業者が替わると過去データが
利用できなくなるためと説明があったが、県が業者からデータを回収し分析するべきで
はないかと質疑があった。
執行部からは、データは前年度も含め業者が個々の生徒を細かくしっかり分析して
生徒にも返還され、学校はそれを確認して各生徒の課題に合わせた個別指導ができ
ている。今後は競争原理が働く調達方法に移行するよう取り組むと答弁があった。
複数の委員から、学力定着把握検査について、まず生徒自身が学力の状況を自己
認識すること、学校も生徒の課題等を把握して指導することは大切であり、今後も取組
を進めてもらいたいと意見があった。
■平成30年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調
査の結果について
執行部から、本県の生徒指導上の諸課題は依然として厳しく、暴力行為、いじめ、不
登校とも前年度より増加しており、特に小中学校の不登校は増加する傾向で、総合的
な対応を強化していきたいと報告があった。
委員から、暴力行為、いじめ、不登校はすべて関連して起こっており、入学前の幼児
教育が重要だと考えるが、現状をどう分析しているかと質問があった。
執行部からは、小学校入学時に既に課題を抱えている児童がいることは把握してお

り、保幼小中学校と連携していくことも重要である。また、学級経営において、小中学校
を中心に始めたメンター制等により若年教員の育成を学校でしっかり取り組んでいくこと
も重要であると考えていると答弁があった。
別の委員から、地元の教育支援センターは近すぎて相談しづらいとの声があるが、
対応方法はないかと質問があった。
執行部からは、地元だから相談しにくいという保護者等がいることは把握しており、近
隣市町村の教育支援センターの活用について制度設計を含めて市町村に相談して
いる。また、心の教育センターで不登校の子供を持つ親の相談を受ける会を毎月開い
ていると答弁があった。

■地域医療情報ネットワークシステム構築事業費補助金について
執行部から、本年10月に運用を開始した高知あんしんネットの普及を加速させるた

め、運営主体が行うプロモーション活動を支援する補助金であると説明があった。
委員から、本年度末時点で参加が見込まれる事業者数は、県内の事業者のうち
どれくらいの割合に当たるのかと質疑があった。
執行部からは、本年度末時点において病院で６割程度、診療所で２割程度、薬
局で半数程度、訪問看護ステーションについては８割程度に参加いただくことを目
標にしていると答弁があった。
別の委員から、これまでに登録された患者の方はどのような経緯で登録された
のか。また、今後どのように啓発を行うのかと質疑があった。
執行部からは、これまでのところ医
療機関からの呼びかけにより登録した
患者の方が多いが、より多くの県民に
参加いただくにはシステムのＰＲを強
化する必要がある。補正予算により、ウ
エブで動画を見られるようにし、パンフ
レットを配布するなどのプロモーショ
ンを支援したいと答弁があった。
■消防防災ヘリコプター「おとめ」の被災について
執行部から、耐空検査のために埼玉県の事業所に搬入していた「おとめ」が台
風第19号により浸水した事案について、今月中には機体修理の可否と、修理が可
能である場合の費用が提示される見込みである。また、機体の所有者である消防
庁は、本年度補正予算及び来年度予算案に代替機の調達費用を計上していると報
告があった。
委員から、修理が可能な場合の費用などはどうなるのか。また、本県への代替
機配備を検討している消防庁に対して「おとめ」と同じ機種になるように要望して
いるかと質問があった。
執行部からは、修理、廃棄の費用、保険の適用などは、基本的には整備事業者
と国との間のことになると考えられる。代替機の再配備に関しては、同じ機種とな
るよう要望していると答弁があった。
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商工農林水産委員会 産業振興土木委員会
■企業誘致活動推進事業費について
執行部から、企業立地に関して一定の投資額や県内新規雇用を要件として企業の
設備投資などに対して補助を行うもので、当初想定した計画を上回る支援件数が見
込まれることから、補助金の増額をするものであると説明があった。
委員から、企業を誘致する際には補助制度

など支援策をいかにＰＲしていくかが重要だと思
うが、どのような取組を行っているのかと質疑が
あった。
執行部からは、製造業であれば土地や設備等

の取得に要する費用、事務系企業であれば事務
所の賃借料などを支援対象とした全国的にもトッ
プクラスの補助制度を設けており、都市圏での見
本市や県外企業へのダイレクトメールなどで本県
の工業団地を初めとする立地環境や地方進出
のメリットの紹介などとあわせてＰＲを行っていると
答弁があった。
■水産加工振興事業費について
執行部から、宿毛市において本年７月に操業を開始した大型水産加工施設の整備
等に関する補助金で、基本の補助率に加えて新規雇用や輸出額の達成により段階的
に補助金額を加算するものであると説明があった。
委員から、現在の水産加工施設の稼働状況はどのように把握しているのかと質疑

があった。
執行部からは、養殖のクロマグロなど順調に加工ができており、先日は加工した養殖
魚を中国向けに輸出する出荷式も行われ、加工部門、販売部門とも順調に進んでいる
と答弁があった。
委員から、水産業クラスターの中核として水産加工施設の整備を支援しているが、
今後どのように広めていくのかと質疑があった。
執行部からは、この大型水産加工施設の稼働により大きな商流をつくることができ、
地元の中小加工事業者が製造したものもあわせて出荷できる体制が広がっていくと考
えている。また、加工体制が整ったことから、住民の方や観光客の方々にも地元のクロ
マグロなどを提供できるため、第１次産業、第２次産業に加えて第３次産業についても、
これから効果が波及していくものと期待していると答弁があった。

■広域公共交通対策事業費について
執行部から、フジドリームエアラインズの高知・神戸路線の新規就航に伴う支援を行

うためのものであると説明があった。
委員から、高知・神戸路線の新規就航に伴い、神戸を経由して高知とつながること

ができる地方都市も出てくるが、それらの地方都市との交流を活発にする取組は行っ
ているかと質疑があった。
執行部からは、就航先の神戸市とは双方で航空路線のＰＲなどを行うこととしてお

り、フジドリームエアラインズでは出雲空港や松本空港へ乗り継ぐダイヤを掲載したチラ
シも作成している。今後は、こういった乗り継ぎ利用もＰＲしていきたいと答弁があった。
別の委員から、高知・神戸線には期待しているが、１年前にジェットスターが就航した

ものの関西便が週４便に減便になっている状況もあるので、関西圏の伊丹、関西、神
戸と高知を結ぶ３路線が維持、発展できるよう頑張っていただきたいと意見があった。
■２０２０よさこいで応援プロジェクト事業費補助金について
執行部から、２０２０よさこいで応援プロジェクト実行委員会が来年７月に東京で開催

を予定しているプレミアムよさこいin東京２０２０の開催等に関する経費を補助するもの
であると説明があった。
複数の委員から、37都道府県が参加している２０２０よさこいで応援プロジェクト実行
委員会の中で、どのように高知をＰＲしていくのかと質疑があった。
執行部からは、プレミアムよさこいでは海外メディアなどを通じて、高知から全国、世
界へとよさこいが広がったことをＰＲし、発祥の地高知をアピールしていきたい。また、外
国人の目線で旅行商品を造成し、プレミアムよさこいをきっかけとして外国人観光客に
高知に来ていただけるよう取り組んでいきたいと答弁があった。
別の委員から、オリンピック前の時期であり最高のＰＲ機会となるが、イベントを行うに

当たっては海外メディアの厳しい目を踏まえ、イベント後のゴミや食品ロスといった問題
に配慮し、国際的な基準をクリアできるイベントとなるよう心がけ、海外メディアにＰＲして
いただきたいがどうかと質疑があった。
執行部からは、このイベントについて、ごみや食品ロスなど国際的に問題となってい

る部分にも注意しながら実行委員会の中で議論を重ね、世界の基準にかなうイベントと
なるよう取り組みたいと答弁があった。

■総務委員会
12月20日、23日、24日（12月定例会中）
付託された７件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願２件、意見書案３件を審査。

常任委員会の動き（12月）
■危機管理文化厚生委員会
12月20日、24日（12月定例会中）
付託された８件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
請願２件、意見書案３件を審査。

■商工農林水産委員会
12月20日、24日（12月定例会中）
付託された５件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
意見書案１件を審査。

■産業振興土木委員会
12月20日、24日（12月定例会中）
付託された13件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

働き方改革EXPO（東京ビッグサイト）


